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1
パ
ッ
ケ
ー
ジ
選
定
時
の
考
慮
点

①
目
的
の
明
確
化

E
R
P
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
導
入
す
る
と
き
に
は
必
ず
目
的

が
設
定
さ
れ
る
が
、
ど
の
範
囲
で
適
用
し
、
将
来
的
に
ど

の
よ
う
に
拡
張
し
て
い
く
の
か
、
予
算
は
ど
れ
だ
け
必
要

な
の
か
な
ど
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
目
的
を
周
知
徹
底
さ
せ
る
こ
と

が
不
可
欠
と
な
る
。

②
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
の
意
識
の
ベ
ク
ト
ル
を
あ

わ
せ
、
経
営
層
と
の
風
通
し
を
よ
く
す
る

経
営
層
の
意
向
や
自
社
風
土
を
よ
く
理
解
し
、
メ
ン

バ
ー
と
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
が
も
っ
と
も
重
要
と
な

る
。
メ
ン
バ
ー
が
共
通
し
た
意
識
、
目
的
を
も
っ
て
こ
そ
選

定
さ
れ
た
メ
ン
バ
ー
と
し
て
の
責
任
感
が
芽
生
え
て
く

る
。
ま
た
、
随
時
経
営
層
へ
の
報
告
を
行
い
経
営
会
議
な

ど
で
の
認
知
を
取
り
、
必
要
な
協
力
を
依
頼
す
る
。

③
外
部
の
活
用

社
内
メ
ン
バ
ー
だ
け
で
パ
ッ
ケ
ー
ジ
候
補
を
選
定
し
た

り
、
比
較
、
評
価
を
行
う
こ
と
は
、
時
間
的
な
負
荷
が
メ

ン
バ
ー
に
大
き
く
か
か
る
の
で
、
中
立
的
な
立
場
の
I
T

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
な
ど
に
R
F
P（
提
案
依
頼
書
）の

作
成
を
依
頼
す
る
こ
と
も
効
果
的
で
あ
る
。

④
自
社
業
務
へ
の
適
合
度

・
対
象
業
種
―
パ
ッ
ケ
ー
ジ
製
品
が
ど
の
業
種
向
け
か

（
例
と
し
て
、
製
造
業
＝「
プ
ロ
セ
ス
系
／
組
立
て
系
」

「
受
注
生
産
型
／
見
込
み
生
産
型
」で
異
な
る
）、
ま

た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
製
品
が
対
象
と
し
て
い
る
企
業
規
模
も

重
要
で
あ
る
。

・
業
務
機
能
の
充
足
―
販
売
管
理
、
生
産
管
理
、
調
達

物
流
管
理
、
会
計
管
理
、
人
事
管
理
な
ど
に
つ
い
て
、

今
回
ど
の
機
能
を
導
入
す
る
の
か
、
ま
た
今
後
ど
の
機

能
を
拡
張
し
て
い
く
の
か
な
ど
に
よ
り
、
製
品
の
現
状

機
能
の
カ
バ
ー
度
に
つ
い
て
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。

・
製
品
の
コ
ン
セ
プ
ト
―
製
品
戦
略
、ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
ど

う
な
っ
て
い
る
か
を
確
認
す
る
こ
と
も
重
要
と
な
る
。

・
自
社
の
特
殊
業
務
要
件
―
機
能
が
実
現
さ
れ
て
い
る

か
、
追
加
開
発
が
必
要
か
を
確
認
す
る（
た
だ
し
、
本

当
に
必
要
か
、
標
準
で
は
だ
め
か
に
つ
い
て
評
価
す
る

必
要
が
あ
る
）。

・
グ
ロ
ー
バ
ル
対
応
は
必
要
か
―
将
来
海
外
現
地
法
人

へ
の
展
開
が
あ
り
う
る
の
か
の
検
討
も
必
要
に
な
る
。

・
周
辺
機
能
―
周
辺
機
能
と
し
て
デ
ー
タ
分
析
、ワ
ー
ク
フ

ロ
ー
機
能
、
ウ
ェ
ブ
対
応
、
レ
ガ
シ
ー
シ
ス
テ
ム
と
の
連
携

に
つ
い
て
充
足
さ
れ
て
い
る
か
の
確
認
も
必
要
に
な
る
。

⑤
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ベ
ン
ダ
ー
、
導
入
支
援
ベ
ン
ダ
ー
の
選
定
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長
引
く
不
況
の
下
、
企
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
ま
す
ま
す
厳
し
く
な
っ
て
お
り
、
先
進
的
ユ
ー
ザ
ー
企
業
で
は
生
き
残
り
を
か
け
た
事
業
モ
デ
ル
の
構

造
改
革
を
従
来
に
比
べ
相
当
な
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
短
期
間
で
実
現
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
経
営
戦
略
の
俊
敏
な
変
化
に
タ
イ
ム
リ
ー
に
対

応
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
の
確
立
と
提
供
は
I
T
投
資
の
重
要
要
素
と
な
り
、
経
営
戦
略
に
密
着
し
た
I
T
戦
略
の
必
要
性
が
叫
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
背
景
か
ら
、
I
T
シ
ス
テ
ム
は
ま
す
ま
す
高
度
な
ビ
ジ
ネ
ス
要
求
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
代
表
的
な
要
求
と
し
て
は

・
事
業
部
門
別
の
シ
ス
テ
ム
か
ら
、
全
社
統
合
シ
ス
テ
ム
へ
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

・
経
営
戦
略
や
経
営
環
境
の
変
化
に
す
ば
や
く
対
応
で
き
る
シ
ス
テ
ム

・
主
要
取
引
先
と
連
携
し
た
統
合
シ
ス
テ
ム

・
堅
牢
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
要
求
に
応
え
る
シ
ス
テ
ム
と
し
て
E
R
P（
図
表
参
照
）が
あ
る
。
E
R
P
は
も
は
や
大
企
業
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
中

堅
企
業
、
中
小
企
業
に
も
浸
透
し
始
め
て
い
る
。
こ
の
E
R
P
を
導
入
す
る
場
合
に
、
企
業
に
と
っ
て
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
以
下
に
ま
と
め
た
。

増
田
雅
保
株
式
会
社
ユ
ー
フ
ィ
ッ
ト
E
R
P
営
業
部

ERP導入時の留意点



ベ
ン
ダ
ー
の
選
定
で
最
大
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
の
は
、
製

品
、
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
安
定
し
て
継
続
的
に
提
供
さ
れ

る
か
ど
う
か
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
ベ
ン
ダ
ー
自
身
が

経
営
的
に
安
定
し
て
い
る
こ
と
が
不
可
欠
と
な
る
。

⑥
そ
の
他
の
留
意
点

・「
は
や
り
言
葉
」に
象
徴
さ
れ
る
先
進
性
も
必
要
だ

が
、
重
要
な
の
は
安
定
性
。

・
開
発
保
守
の
生
産
性
と
柔
軟
性（
他
に
も
、
バ
ー
ジ
ョ

ン
ア
ッ
プ
の
容
易
性
や
法
制
度
改
正
な
ど
へ
の
対
応
の

迅
速
性
）。

⑦
想
定
さ
れ
る
費
用
項
目

・
初
期
費
用
―
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
費
用（
業
務
改
善
設

計
、
R
F
P〔
提
案
依
頼
書
〕作
成
）、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ラ
イ

セ
ン
ス
費
用
、デ
ー
タ
ベ
ー
ス
費
用
、
導
入
サ
ポ
ー
ト
費

用
、ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
／
ミ
ド
ル
ソ
フ
ト
費
用
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
関
連
費
用
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
費
用

・
運
用
・
維
持
管
理
費
用
―
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
保
守
費

用
、バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
費
、
運
用
サ
ポ
ー
ト
費
用

2
導
入
時
の
留
意
点（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
体
制
と
適
用
設
計
で
の
F

I
T
＆
G
A
P
分
析
）

E
R
P
導
入
を
決
定
し
た
企
業
に
と
っ
て
の
大
事
な
ポ

イ
ン
ト
と
し
て
は
、

①
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
に
よ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
体
制
の
確
立
。

②
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
は
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、

意
思
決
定
の
迅
速
化
を
は
か
る
。

③
ユ
ー
ザ
ー
部
門
の
キ
ー
マ
ン（
業
務
能
力
ト
ッ
プ
層
）を

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
参
加
さ
せ
専
任
化
さ
せ
る（
専
任
化
し

な
い
と
現
場
の
業
務
に
引
き
込
ま
れ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

役
割
が
果
た
せ
な
い
場
合
が
多
い
）。

④
現
状
容
認
を
打
破
す
る
姿
勢
が
必
要
。
自
社
の
仕

組
み
や
管
理
制
度
に
対
し
て
執
着
し
な
い
姿
勢
が
大

切
に
な
る
。

⑤
安
易
な
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
の
排
除
。
業
務
の
流
れ
、
管
理

制
度
、
各
種
伝
票
類
の
見
直
し
を
含
め
、
で
き
る
限

り
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
合
わ
せ
る
と
い
っ
た
柔
軟
な
姿
勢
を

持
ち
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
合
わ
せ
た
業
務
運
用
を
図
る
こ

と
に
よ
り
、
B
P
R（
業
務
改
革
）の
実
現
も
可
能
に
す

る
こ
と
も
考
え
る
。

⑥
安
易
な
追
加
開
発
を
抑
制
す
る
こ
と
も
ポ
イ
ン
ト
。

パ
ッ
ケ
ー
ジ
が
提
供
す
る
外
付
オ
プ
シ
ョ
ン
を
取
り
入

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
初
期
導
入
時
お
よ
び
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア

ッ
プ
時
の
負
担
を
削
減
す
る（
パ
ッ
ケ
ー
ジ
が
バ
ー
ジ
ョ

ン
ア
ッ
プ
さ
れ
る
時
に
は
外
付
け
オ
プ
シ
ョ
ン
も
一
緒

に
整
合
を
取
っ
て
ア
ッ
プ
さ
れ
る
）。
ま
た
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ

の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど
機
能
追
加
の
方
向
性
を
見
極

め
、
不
用
意
な（
安
易
な
）開
発
も
避
け
る
。

⑦
パ
ッ
ケ
ー
ジ
機
能
の
理
解
、
教
育
に
は
十
分
な
時
間
を

か
け
る
こ
と
が
必
要
。

ま
と
め

E
R
P
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
選
定
に
は
、
企
業
と
し
て
戦
略
的
視

点
に
立
っ
て
実
施
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、

①
E
R
P
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
よ
っ
て
企
業
変
革
が
左
右
さ
れ

る
。
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
提
供
し
て
い
る
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
セ
ス
が

機
能
不
足
だ
っ
た
り
欠
如
し
て
い
る
場
合
は
、
追
加
開

発
が
必
要
と
な
り
本
来
の
企
業
変
革
の
狙
い
を
阻
害

す
る
こ
と
も
あ
る
。

②
基
幹
と
な
る
企
業
情
報
シ
ス
テ
ム
は
E
R
P
パ
ッ
ケ
ー
ジ

に
依
存
す
る
こ
と
に
な
り
、E
R
P
の
選
択
は
企
業
経
営
、

事
業
運
営
な
ど
に
直
接
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
す
。

③
E
R
P
パ
ッ
ケ
ー
ジ
は
企
業
に
と
っ
て
命
運
を
か
け
た
大

型
投
資
と
な
る
。
E
R
P
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、

全
社
的
な
業
務
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
稼
動
さ
せ
る
こ

と
が
目
的
で
あ
り
、
企
業
は
高
価
な
投
資
が
必
要
と

な
る
。

こ
の
よ
う
に
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
選
定
に
あ
た
っ
て
は
事
前
に

対
象
領
域
や
自
社
の
指
標
な
ど
自
社
方
針
を
明
確
化

し
た
上
で
、
情
報
収
集
や
分
析
を
行
い
戦
略
的
に
意
思

決
定
を
す
る
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

（
参
考
文
献
）E
R
P
研
究
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム「
E
R
P
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と

導
入
支
援
パ
ー
ト
ナ
ー
の
戦
略
的
な
選
定
」
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●ERPとは�

企業全体の経営資源(人、物、金、時間、情報)を統合的に計画・管理し、�
無駄を省いて経営効率化をはかるための手法・概念�

■ ERP（Enterprise Resource Planning）とは�

SCM : Supply Chain Management
EIP : Enterprise Information Portal
CRM : Customer Relationship Management
BI : Business Intelligence

ERP概念の実現を支援する統合型(業務横断型)のソフトウェア・パッケージを指す。�
 全基幹業務(会計系、人事系、販売系、生産系)を対象とし、縦割りの業務システムの弊害を取り除き、�
 シームレスな業務遂行を実現する。また経営者として業務状況をリアルタイムに把握し、�
 タイムリーな意思決定を行うことを可能にする。�

■ ERPパッケージ�

SCM CRM EIP BI

ERP

生　産� 債権債務� 人　事�

給　与�会　計�

販　売�

サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー�

顧
　
客�


